
21 令和 6 年（2024年）8 月₅日発行 －富山市の市外局番は（076）です。

　

富山市長　藤井裕久

児童たちを見守る防犯パトロール隊
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「『こどもまんなか社会』を創ろう！」
No.39

　夏本番、日差しが強く汗ばむような朝である。出
勤の道すがら、今日も小学生を交通事故などから
守ってくれている、地域の自主防犯パトロール隊
や交通指導員、PTAの保護者会の皆さんなどの熱
心な活動を目にする。「おはようございます！行っ
てこられ！」と元気なあいさつが飛び交う朝は実
に気持ちいいものだ。自分自身も、自分の子どもた
ちも、地域の大人たちに見守られて登下校したこ
とを思い出す。この見守り活動は、もちろん寒い雪
の日や強い風雨の日も、小学校の授業がある日の
朝夕は毎日当たり前のように行われている。登下
校の見守りは基本的にはボランティア活動であり、
「地域の子どもは地域で守り育てる。」という地域
愛で成り立っている。私たち大人は、日常当たり前
のように目にするこの活動が、決して当たり前で
はなくむしろ本当にありがたい「地域の力」だとい
うことを再認識しなければならない。本当に頭が
下がる思いである。
　ただ一方で、急激に進行する核家族化や地縁の
希薄化、コロナ禍の影響なども相まって、子どもた
ちや子育てをする家庭を取り巻く社会環境は大き
く変化している。生きづらさを感じる子どもたち
や子育てのしづらさを感じる家庭が増えているの
も事実であり、子育てや少子化に関すること、児童
虐待やいじめ・ひきこもり、経済格差や貧困などの
社会問題が明らかに加速化・顕在化している。これ
らの問題は決して他人事ではなく、大人である私

たち一人一人が、自分事として捉え社会全体で解
決すべき緊急事態であることを肝に銘じなくては
ならない。
　ところで皆さんは、「こどもまんなか社会」とい
う言葉をお聞きになったことがあるだろうか。昨
年の 4月 1日に国において、子どもや家庭を取り
巻く社会問題を解決するための対策を推進するべ
く「こども家庭庁」が設立された。「こどもたちの
ために何がもっともよいことかを常に考え、こど
もたちが健やかで幸せに成長できるような社会を
実現する」ことを目標にしているのだ。富山市では
これに呼応して、昨年 6月に「こどもまんなか応援
サポーター宣言」を行い、その趣旨に賛同していた
だける市民や企業・団体の皆さんと協力して「こど
もまんなか社会」に向けた様々な施策を総動員し
加速している。
　元気いっぱい登下校するこの子どもたちが、や
がて大人になり子育てをするようになった時、「家
族や親戚だけではなく、地域の方々にお世話に
なって育てていただいたのだ。」という感謝の気持
ちが心の底から湧いてくるのだと思う。地域に育
てられた大人たちが、今度は地域の子どもたちを
見守り、自治振興会や町内会、PTAや消防団、ス
ポーツ協会などの地域活動を担ってくれる。そん
な「善の循環」が富山には間違いなく根ざしている
し、「こどもまんなか社会」実現への大きな原動力
になると確信している。

テーマ　「未来に繋ごう！公共交通」

〇に入る文字は？

「富山市認知症高齢者〇〇〇シール」
を利用して、家族が徘徊した場合に備
えましょう。
答  「〇〇〇シール」

前月の応募総数 424件（正解数421件）涼み処とやま前月の答え

　富山市公式L
ラ イ ン

INEかはがきで回答してください（ 1人 1通）。
LINEの場合
右の二次元コード
から友だち追加を
して、メニューか
ら回答。

はがきの場合
答と郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号と「広報クイズ」と書
いて、広報課（〒930－8510　新
桜町 7－38）へ。

締切日▶ 8 月15日㈭（必着）　賞品▶500円分の図書カード
当選発表▶賞品の発送で代えさせていただきます（抽選で 5人）。

　人口減少や少子高齢化などの影響により、公
共交通の利用者が減少する中、公共交通を未来
に残していくための活性化策や官民連携による
持続可能な取り組みなどを紹介します。


